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生き物たちのかかわり合いから何が学べるか

　人間を含む生き物は、それらをとりかこむ自然環境と多様な働きかけをしあいながら生きている。この相互作用のス
ケールは、小は水たまりの微生物、土の中の小さな生き物たちから、大は地球全体に広がる生物圏にまでおよぶ。また
最近ではわたしたち人類の活動も、環境と他の生き物に大きな影響をもつようになった。 　
　わたしたちは茨城という自然が豊かな地域に暮らしている。しかし、すぐ足下の土の中の生き物の名前さえ知らない
し、川辺を訪ねても目の前の流れの中の生き物の生活すらもわからないのが、わたしたちの日常の現実でもある。授業
では、それら生き物たちの生活の相互関係のなりたちを、世界－日本－茨城の具体的な例に基づいて解説したい。
　また各自が身近な自然の観察を行う。自然科学では、論より証拠、他人の話を聞くよりもまず自分の目で確かめるこ
とだ。この観察に取り組めば、今まで何となく見過ごしてきた秋から冬への季節の移り変わりが、自分のものとして感
じられ、身近なありきたりの風景でさえ、生きていることがわかると思う。

1, はじめに
2. 生き物はどこにすんでいるのか
3. 生き物と環境の数十億年
4. 日本の自然の地域特性
5. 生態系という考え方
6. 茨城の湖、川を例として
7. 生き物の数はどうして変動するのか
8. 食うものと食われるもの＝敵か味方か

9, 生物の大発生＝移動して生きる
10. 植物と動物の関係
11, 外来生物＝古巣からの離脱
12. 他の生き物とどうやってつきあうか

実習として
13. 野外での自然観察のやり方
14. 土壌生物の観察
15. 冬越しをしている生物の観察

授業内容が広く、これ一冊という教科書はないが、授業内容を深めるために、必要な参考書、ホームページ等を
紹介したい。

各自が、自然観察を行い、レポートにまとめる。
観察やまとめのやり方は授業時にくわしく指導したい。

特に無し

http://www.icc.ac.jp/


